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ボランティア(volunteer)の語源は、ラテン語の「volo」(ウォロ)。
これは があります。

つまり、「自発性」がそのもっとも中心となる性格だということです。

当たり前のように思われるでしょうが、実は、日本で「ボランティア推進」が語られるとき、
。

たとえば「良いことだから、子ども達全員にやらせよう」という発想を持つ人もいます。

しかし、 であること。

つまり、自分自身が気になること、好きなこと、得意なこと、あるいは憤りを感じること、

放っておけないと思うこと・・・

のです。
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2022.10
で になったのは、

ボランティア国際年となった２００１年から。
それ以前は「社会的活動」（報酬を目的としないで、自分の労力、技術、時間を
提供して地域社会や個人・団体の福祉のために行っている活動）を調査してきた。

もっとも、この調査には 。

ボランティア活動の範疇から

していることだ。

06年調査から「『自分を含む社会のための活動』の色彩が強いものは除」くとして、
市民運動などが除外された。この背景には、01年に

が使われ、

をするようになった

影響があるのかもしれない。
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『 』

①つつしんでつかえること
②献身 的に国家・社会のためにつくすこと
『社会奉仕』

③商人が客のために特に安価に売ること
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